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島根半島出雲北山山地では，2012～2016年度に銃器と脚くくりわなによって，合計2,428頭のニホンジカを捕獲
したが，このうち銃猟によるCPUEは2002年の0.30から2016年には0.03へと低下した。シカの餌となる下層植生量
は，ササ地，ヒノキ若齢林，道路法面および伐採跡地のいずれでも増加傾向であった。区画法による推定生息数は，
2001年の804頭から2016年には236頭に減少した。ライトセンサスによる発見数も2007～2011年の平均2.8頭
/kmから2016年には0.3頭/kmへと減少した。階層ベイズモデルによる推定生息数は，2003年の3,588頭をピーク
に2015年末には565頭へ減少した。また，角こすり害の発生率は，2007～2011年の1.3～2.3％から2012～
2016年には0.7～1.8％へ低下した。一方，湖北山地では，2012～2016年度に狩猟と有害捕獲によって合計
5,592頭のシカを捕獲した。区画法による推定生息数は，2011年の564頭から2016年には180頭へと減少した。ラ
イトセンサスによる発見数も2011年の4.1頭/kmから2016年には0.4頭/kmへと減少した。階層ベイズモデルによる
推定生息数は，2010年の4,030頭をピークに2015年末には1,326頭へ減少した。また，角こすり害の発生率も
2011年の3.6％から2016年度には1.1％へと低下した。
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－第Ⅲ期（2012～2016年度）の「特定鳥獣管理計画」のモニタリング－

表1 島根県におけるニホンジカの捕獲数

＊ 括弧内は（オス，メス，不明）の順に記載，＊＊ 別に性別不明が1頭あり。
注：2011年以前の捕獲数は，既報（金森ら，2013）で報告

表2 捕獲個体の平均年齢と若齢個体の割合

図7 出雲北山山地と湖北山地西部でのライト
センサスによる発見数の推移

注：2011年度までは既報（金森ら，2013）でも報告

特定鳥獣管理計画：「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」に基づき、都道府県知事等が定める計画で、その
生息数が著しく増加したり、生息地の範囲が拡大している鳥獣に対して、特に必要がある場合に策定する計画。
CPUE： わなであれば10（または100）基1日あたり、銃猟であれば1人1日あたり、対象鳥獣を何頭捕獲したのかを示した数字で、
生息動向（増減）を図る指標の一つ。
区画法：調査地域をいくつかの区画に区分し、その区画内に生息する調査対象動物の個体数を直接観察することで、その生息密度を推定する
調査手法。
階層ベイスモデル：調査地域において、対象とする野生動物の生息に関する情報（目撃数、捕獲数、糞塊密度及び区画法による密度など）を
基に、ベイズ統計の手法を用いて、生息数を推定する方法。
ライトセンサス：夜間において、一定のルートを低速走行する自動車からサーチライトを照らし、動物の目が光ることを利用して、対象獣種の個体数
を調査して、生息動向（増減）を推定する調査手法。


